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数学教育学会 60周年記念投稿専用 テンプレート
－21字43行2段組－

数学 清＊



1． 目的
　当学会は、数学教育学と数理科学教育推進の立場から数学教育の研究を行い、関係部門と協力して学術文化の向上発展に寄与することを目的としています。

2． 事業
１．年会・例会・研究会の開催
２．学会誌の刊行
３．国際会議の開催
４．講習会の開催
５．調査活動 
６．その他目的達成に必要な事業

3． 研究と活動
現在、当学会では、スタディーグループと呼ぶ、多くの専門研究会を設けています。これらの専門研究会では、大学での数学教育はもとよりのこと、小学校、幼稚園をも含む数学教育学が課題別に研究されています。研究は原理的な内容から、国際的、歴史的な内容にわたっています。情報科学および統計と数学の関わりも重要な研究対象となっています。
一般社団法人 数学教育学会 
　学会の主要会合である春季年会、秋季例会(日本数学会と同時開催)では、総合講演等の全体行事の他に、分科会に分かれて専門的研究の発表、討議、交流が行われています。また、夏季にはテーマを絞って研究会が関東と関西で開催されています。
　一方、当学会は、1979年以来中国や欧米の研究者並びに学会と連携して、継続的な国際会議を主催し、国際交流・共同研究の実をあげてきました。
是非、数学教育にかかわる多くの研究者・専門的実践家が会員として参加され、相共に研究し、
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かかわる数理諸科学教育の発展に寄与されることを願っています。

4． 出版物
年会及び例会で発行される発表論文集及び年2回学会誌を発行しています。

5． 入会
５．１　入会方法
　当学会HPにある入会申し込み書に必要事項を記入し、学会事務局に提出します。直近の理事会で承認されたら会員となります。承認の連絡があり次第、年会費を納入していただきます。
５．２　会員の特典
　春と秋に開催される学会分科会で発表することができ、発表した原稿は論文集に掲載されます。また、学会誌に投稿することができます。
５．３　会員の種別及び会費
2会員には正会員と学生会員があります。正会員の年会費は10,000円、学生会員の年会費は5,000円です。学生会員希望者は学生証の写しを添えてください。
５．４　事業年度
会の事業年度は毎年３月１日に始まり翌年２月末日に終わります。
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